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30・肺扁平上皮癌における血清SCC抗原測定の臨床的

　　意義一特に経過観察における有用性について一
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　原発性肺癌111例について血清SCC抗原を測定し，

本抗原が子宮頸部のみならず肺の扁平上皮癌においても

比較的特異性の高いマーカーであることを確認した．ま

た臨床病期別ではIII，　IV期の進行例では高値を示した

が，早期例では半数以上が正常値をとっており，早期診

断法としては限界が認められた．一方肺扁平上皮癌につ

いて手術や放射線治療後の血清SCC抗原値の変化は，

腫瘍の縮小程度とよく相関しており，さらに再発の認め

られた症例では高値となっており，これらの経過観察に

は有用なマーカーであることが認められた．

31．Osteocalcin　RIAの基礎的および臨床的検討
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　オステオカルシンは，骨の非コラーゲン蛋白の約15％

を占めるビタミンK，およびビタミンD依存性蛋白で

あり，各種代謝性骨疾患における意義が検討されている．

われわれは，オステオカルシンRIA　kit（ミドリ十字）を

試用する機会を得，基礎的・臨床的検討を行った．基礎

的検討では，高濃度検体の希釈法に検討の余地を認めた

が，総じて良好な測定系をなしていた．臨床的には，健

常者成人の血清中オステオカルシン値は，男性4．2土1．6

ng／m1，女性4．4土1．7　ng／m1であり，甲状腺機能充進症，

原発性副甲状腺機能充進症，骨粗髭症では高値を示す症

例が多く，甲状腺機能低下症では低値を示す傾向がある．

慢性腎不全症例では著明な高値を示す例が多く，血清オ

ステオカルシン値は腎機能を考慮して解釈すべきである．

前立腺癌症例で特に高値を示すのは骨転移を有する症例

であり，follow－upに有効と考えられた．以上のように

臨床的に有用性が認められた．

32．1，25（OH）ρのradioassayの基礎的検討
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　Vitamin　Dの最終活性型である1α，25（OH）2Dの血中

濃度測定を試み，基礎的な検討を行った．

　土光らの方法に準じ，血清中の1α，25（OH）2Dを，

CH2C12：Acetone－9：1による抽出，およびHPLCを

用いて分離，精製した後，radioreceptorassayを行った．

Assayの最小検出感度は2Pg／tube，intraassay，　interassay

のCVは，9．3および6．6％，回収率は80～110％で

あった．本方法により測定した正常者9名の血清中

1α，25（OH）2D濃度は15～85　Pg／m1に分布し，平均は45

Pg／m1であった．以上の基礎的検討により，臨床使用に

耐える測定法を確立したものと認めた．

33．IgEキット‘‘第一”Sの基礎的検討
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　マイクロセファロースニ抗体法を用いたIgEキット
‘‘第一”　Sについて若干の検討結果を報告する．

　〔結果〕　標準曲線，キット内およびキット間の再現性

はいずれもC．V．＝12．1％以下と良好であった．反応条

件は温度15～30°C以内，第一反応時間2．5～24時間，

第二反応時間0．5～2時間内であれば問題なく測定でき

る．回収率は100．2～105．4％，希釈試験は理論値からの

解離一6．7～11．2％と良好であった．IgEキット‘‘第一’

との相関は，y＝1．041x－11．955，　r＝0．998と良好であっ

た．その他キットの経時的安定性もすぐれている．本キ

ットの正常値は80～400U／m1で従来法と同じであり，

疾患例では，喘息61．9％，ネフローゼ症候群53．3％，ア

トピー性皮膚炎64．3％が高値に測定された．

　〔まとめ〕本キットは従来のセファデックス法に比べ，

1）操作時間の短縮，2）測定範囲の拡大，3）被検血清の

ダイレクト測定，その他の利点がある．また，検討結果

にも問題なく，本キットは日常の検査法としてすぐれた

キットと結論できる．
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